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　　令和　　年　　月　　日

産業医科大学長　　殿

　　　　　　　　　　　学外研究員　所属講座　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふりがな),氏　　名)　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　

　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　現　　職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

研　究　期　間　（ 延　長 ・　変　更 ）　願

１　研究内容

２　研究員の種別　　　訪問研究員　　・　　派遣研究員

３　延長研究期間

	現研究期間
	　　年　　月　　日　～ 　　年　　月　　日

	希望研究期間
	　　年　　月　　日　～ 　　年　　月　　日


４　担当教授及び研究協力者の承認欄

（１）　担当教授　　講座等

　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　㊞

（２）　研究協力者　職　名
　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　㊞

５　添付書類

（１）所属長の承認書

（２）念　　　　　書

（３）派遣研究員の場合は、派遣依頼のあった機関の長からの派遣期間延長の依頼文書

＊所属長の承認書は訪問研究員のみ必要

＊所属長承認書又は念書の提出がない場合は、当該学外研究員、当該学外機関の所属長及び学校法人とで本学における研究活動に対する所属機関の承諾、研究成果に対する権利持分等について定めた契約書を付すこと。

　　令和　　年　　月　　日

産業医科大学長　　殿

所　　属　　長　　承　　認　　書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機関名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属長　職　名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　㊞

当機関の職員　　　　　　　　　　　　　　　が、　　年　　月　　日から　　　　　　　　年　　月　　日までの間、貴大学において訪問研究員として、貴大学職員の協力のもと研究に従事することは差し支えありません。

なお、この者が貴大学での研究活動の結果もしくはその過程で、発明、成果有体物、著作物等の知的財産を創出又は創出に関わったときの当該知的財産の権利帰属について、貴大学との契約等による定めがないときは、当機関に当該知的財産の権利の全部又は一部が帰属することはないものとします。

念　　　　　　　　　　　　　　書

　このたび貴大学において研究することを御承認いただきましたうえは、貴大学の規則、規程等を遵守するとともに、研究にあたって、故意又は重大な過失により貴大学の施設設備等に損害を与えたときは、その責を負います。

　また、貴大学での研究活動の結果もしくはその過程で、発明、成果有体物、著作物等の知的財産を創出又は創出に関わったときは、当該事項につき貴大学及び私又は貴大学、私及び私の所属機関の長との契約等による定めがないときは、当該知的財産の取扱い等については、産業医科大学知的財産管理規程、産業医科大学成果有体物取扱規程及び産業医科大学著作権取扱規程の定めるところによることとし、当該知的財産に対する私の権利持分及び創出後の管理、運用等については、当該知的財産創出に至る研究の貢献度等を考慮し貴大学と誠意を持って協議いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

産業医科大学長　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　㊞


